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＜連絡事項・週間予定＞

· 2月27日（火）10時、磯島　貴広様見学予定

· 2月27日（火）～28日（水）、伝達講習「精神科介護士スクーリング」がある。

· 2月28日（水）13時、作業療法士学生の通所見学実習ある。

・　3月1日（木）、カンファレンスで江刺家IOOの勉強会がある。
· 3月2日（金）、通所行事「弥生祭り」が実施予定。

· 3月2日（金）、院内研修「接遇について」がある。

· 本日、カンファレンス後半でSSTの学習会（盛田CP講師）を実施。　

＜利用者様情報＞

· 井畑　光湖様～本日、体調不調訴える。脈拍測定時に左手首に擦過傷確認。スタッフからの確認の

　　　　　　　　　問いかけに「3日前にやった、気分の落ち込みあっても母はデイケアに行けっていうし」「友達になんでそんなこと（危険行為）するのって言われた」など、暗い表情で話す。

　　　　　　　　　過去の経過からも、2ヶ月に1回は不安定な気分の波はやってくる。

　　　　　　　　　←危険な行為はさける事の確認と、来所時の気分や確認を強化していく。

　　　　　　　　　　気分や身体面の細かい記録とチーム内の情報提供の徹底

· 杉澤　恵子様～近日中の入院決定。（火・水の川端医師の外来日）家族には連絡取れており、入院

時には父に来院してもらう予定。

· 長瀬　鉱一郎様～「風邪…」と本日外来受診し内服処方ある。「良くなってきたよ」と話す。

· 平　康子様　　～悪寒は訴えるが、熱上昇の様子はない。入浴は青山荘で済ませているとの事。

＜外来情報＞

· 我満　奈津紀様～来月11・12日で彼と娘（学校休ませ）と旅行に行くと話される。

· 晴山　美智子様～風邪が良くなったので、明日から職親に出ると話す。

· 長瀬　紘一郎様～体温35.8℃でくしゃみと鼻水でPLが3日分処方

· 森田　清助様　～眠れない日があってと話す。医師からの飲酒の問いかけに、「たまには缶ビール
　　　　　　　　は…、誘われれば」と話す。本日内服調整あり。

＜プログラム・通所システムについて＞

· 通所プログラムについて

　　　江刺家IOOよりコメントあり。年度が切り替わり、新棟での活動内容は『エビデンスに基づき対象の全体像を把握した内容のもの』を作成してほしいとの事。

　　　通所サービスの目的やケアの実際について話し合いが必要。

· 申し送りについて

　　　朝・昼・夕の1日3回、1回5分以内で情報確認実施。

　　　朝→プログラム内容、スタッフのポジション、メンバー状況の確認。

　　　昼→ナイト・デイナイト（10時～勤務）スタッフへの情報確認。

　　　夕→翌日プログラムの確認、ナイトスタッフへのケア・業務確認。

　　※申し送り時の進行は、GOMもしくは木村スタッフが行う。

＜SSTについての学習会＞

SST（ソーシャル・スキール・トレーニング）とは、生活技能訓練を言う。

生活技能訓練とは何か？

　一般の会社でもSSTを実施しているところも多い。精神障害者は生活のしづらさが生活に生じており、人付き合いを学んでいく事が必要なケースが多い。コミュニケーションを学習する事も必要。

　「困った事」ではなく、「こんな時どうする」と考えていこう。

　

SST学習のルール

	１．見学はいつでもできます

	２．嫌な時はパスができます

	３．人の良いところを褒めましょう

	４．良い練習ができるよう、他の人の意見を助けよう

	５．質問はいつでもどうぞ

	６．トイレは断わってから


よいコミュニケーション

	１．視線をあわせる

	２．手を使って表現する

	３．身をのり出して話しをする

	４．はっきりと大きな声で

	５．明るい表情

	６．話の内容が適切


練習の順序

	１．練習する事を決める

	２．場面を作って1回練習する

	３．良いところを褒める

	４．更に良くする点を考える

	５．必要ならば手本を見る

	６．もう一度練習する

	７．良いところを褒める

	８．チャレンジしてみる課題を決定

	９．実際の場面で実行してみる

	10．次回に結果を報告する


＜実際にスタッフでSSTを体験する＞

１．皆さんは困っている事はありますか？

　　SSTに入る時にどんな話題をもっていくか

　　SSTのルールをどうやって教えたらいいか

　　「もうデイケアに行きたくない」って言われたら、どんな対応をしたらよいか

　　「今日は何やるの」と、依存的なメンバーをどのように動かしていくか

　　どうやったらSSTが好きになれるか

⇒どの話題が良いのかは共通のものが理想。この場で取り上げられるテーマは1つだけである。

どうするか、みんなで話し合うのも良い。

　　　　　　　　↓

◎今日のテーマ：「SSTを好きになるには…」

SSTをやって良かった点

　　　　　　先生と話ができたと喜んでいた

　　　　　　外泊時に家族にSSTについて話していた

　　　　　　利用者の可能性に気づく、メンバー同士の助け合いなど

　　　　　　褒められて悪い気はしない、自信につながる

　　もっと良くするには（理想に近づけるには）

　　　　　　ウォーミングアップのネタ切れをなくす

　　　　　　紙を使う、ポスター

　　　　　　連続性をもたせる

　　　　　　可能性をひろげるはたらき

◎デイケアでのSST場面を再現

　毎回同じウォーミングアップをする

　　　　　　　　↓もっと変わったことをやろう

　スタッフの働き掛け「しりとりもやるけど、ひとつ課題も…」

（ダメとは言わないけど、もう少し別の課題にも挑戦して欲しい）

　　　　　　　　　　「全部は変えないけど、しりとり3文字の真ん中の字でしりとりをしては？」

　　　　　　　　↓

　メンバーの反応　　「えっ、いいよ」

２．木村・月舘スタッフがリーダーとコ・リーダーになって場面を提供

　　　木村スタッフがホワイトボードに書きながら説明を始める

　　　　　　　　↓

３．良かったのは、どこだろう

　　　　　説明がしっかりしていた

　　　　　ホワイトボードに書いて、説明していたので分かりやすい

　　　　　一つ一つ書いていくとみんなは分かりやすい

　　　　　木村さんが楽しんでやっているようだ

　　　　　　　　↓

４．さらに良くするには何をするか

　　　　　良かったから・・・、これ以上の意見は

　　　　　自分が終わったら、その人が次の人を指名する・・・しりとりとコミュニケーションに役立てられる

　　　　　　　　↓

５．また次に、「もう一度、練習する」で、別のメンバーが実施してみる

◎実際に今日の時間を振り返って、どうでしたか？

　　　　　困っている事が言い合えた

　　　　　もう一度、やってみたいと思った

　　　　　わきあいあいと発言しあえた

　　　　　安心できる場はSSTでありたい

　　　　　その場に集中できないメンバーに関わる時間が必要になっている

⇒コ・リーダーの役割が重要になる。得意な役割を事前に話し合っていても良い

　　　　　　　　↓

◎さて、SSTが好きになりましたか？

⇒練習した成果や自信の程度については答えにくいこともある。その場合は点数で出しても良い。

